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過疎地域持続的発展計画（過疎計画）に基づく主要事業の実施について 

 
 

１ 過疎計画事業の推進方針 

令和３年４月１日に「過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法」（令

和３年度～令和 12 年度時限）が施行され，本市は引き続き過疎地域に指定され

ました。 

しかし，今回の法制定の過程から，この法の失効後に市全域が過疎地域の指

定を受けることは困難であると想定されます。こうしたことを念頭に，効果的

な財政支援である過疎対策事業債が活用できるこの 10 年間で，市民の暮らしに

密着した，「子ども」，「衛生」，「医療」，「防災」などに係る社会資本整備につい

て着実，計画的に事業を進め，健全財政を維持していくことが必要です。 

 

施設整備にあたっては，次の視点を考慮して進めていきます。 

 ● 公共施設等総合管理計画に基づく視点 

  建築年数や劣化状況とあわせて，真に必要な公共サービスを持続可能なも

のにするため，公共施設等の適切な規模やあり方等を見直し，財政負担の

軽減・平準化を図る。 

 ● 事業効果の視点 

  各事業内容を踏まえて，各事業の質の向上につなげるとともに，効率的に

事業化を進める。 

 ● 財政運営の視点 

  中長期的な視点に立って，限られた財源を必要性・優先性の高い施策・事

業に振り向けるという「選択と集中」の観点をより一層明確にし，持続可

能な財政運営を確立する。 

 ● 利用者の視点 

  各施設の利用者の利便性を考慮し現在地での建替えを基本とし，安全・安

心な施設整備に努める。 
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２ 主な事業（施設整備） 

向こう 10 年間で主に施設整備を進めていこうとする事業は次の７項目です。

対象となる施設等の個別の計画や整備方針等については，それぞれ調査・研究

を行い，実施計画等において事業費を示しながら計画的に事業を進めていきま

す。 

⑴ 学校給食共同調理場整備事業 

新たな学校給食共同調理場の整備 

⑵ 小中学校老朽化対策事業 

老朽化が著しい小中学校の設備更新，長寿命化改修，建替え等 

⑶ 保育所改修等事業 

   老朽化が著しい保育所の設備更新，長寿命化改修，建替え等 

⑷ 一般廃棄物処理施設整備事業 

   三次環境クリーンセンターの長寿命化改修等 

⑸ 一般廃棄物最終処分場整備事業 

   下荒瀬最終処分場に代わる新たな処分場整備 

⑹ 病院整備（施設更新）事業 

  市立三次中央病院の建替え，医療機器等更新 

⑺ その他，道路・橋梁，消防・防災関連事業 

 

 

３ 主な事業（施設整備）の実施予定  

 事業名等 R３ R４ R５ R６ R７ R８ R９ R10 R11 R12 

⑴ 
学 校 給 食 共 同 調理

場整備事業 

          

⑵ 
小 中 学 校 老 朽 化対

策事業 

          

⑶ 保育所改修等事業 
          

⑷ 
一 般 廃 棄 物 処 理施

設整備事業 

   

 

       

⑸ 
一 般 廃 棄 物 最 終処

分場整備事業 

          

⑹ 
病 院 整 備 （ 施 設 更

新）事業 

          

⑺ 
道路・橋梁整備 

消防・防災関連事業 
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４ 小中学校老朽化対策事業について 

 

⑴ 学校施設の老朽化状況 

各学校施設の構造躯体については，平成26年度までに耐震化対策を終えてい

ますので，安全性は保たれています。 

構造躯体以外の老朽化状況については，昨年度，教育委員会において専門知

識を有する民間事業者による現地調査を行いました。屋根・屋上，外壁は目視

状況により，内部仕上げ，電気設備，機械設備は部位の全面的な改修年からの

経過年数を基本に４段階（Ａ～Ｄ）で評価したものです。  

 

【健全度の算定】  

健全度は，各学校施設の５つの部位について劣化状況を４段階（Ａ～Ｄ）で

評価し，100点満点で数値化した評価指標です。①部位の評価点と②部位のコス

ト配分を下図のように定め，③健全度を算定します。算定は文部科学省の示す

方法を参考としており，②部位のコスト配分は「長寿命化改良事業」の校舎の

改修比率算定表により設定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【健全度のとらえ方の目安（参考）】  

健全度 状態の目安 

81～100点 概ね良好 

61～80点 部分的に劣化 

41～60点 広範囲に劣化（一部に安全上・機能上不具合発生の兆し） 

21～40点 広範囲に劣化（安全上・機能上不具合発生の兆し，対応する必要あり） 

0～20点 早急に対応する必要あり 
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【劣化状況評価一覧】  

本表は，前述の方法に基づいて整理した学校施設の劣化状況評価の一覧です。

児童・生徒が多くの時間を過ごす校舎（複数ある場合は主要な面積を占める校

舎）の健全度の数値が小さい順に並べ替えています。なお，健全度数値につい

ては定期点検の結果等に応じて見直しが行われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「構造」の記号について 

「RC」…鉄筋コンクリート造（RC 造） 「S」…鉄骨造（S 造） 「W」…木造（W 造） 
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⑵ 学校施設の改修・建替えの進め方 

 学校施設の改修・建替えについては，次の点を考慮し進めるとともに，整備

を行う学校については個別に実施計画等を示します。 

  

ア 改修・建替え等の優先順位は，原則として，築年数や建物の劣化状況等

に基づき決定します。一つの学校で築年数が異なる複数の建物がある場合

は，学校施設全体として総合的に判断します。 

ただし，緊急性の高い工事や安全確保に関わる工事は最優先で実施し，

子どもたちの安全・安心な教育環境を確保します。 

 

イ 学校施設建替えの際は，単に老朽化対策にとどまらず，学校施設の機能

改善，学校規模適正化の視点からも検討し，効率性や事業効果を総合的に

考え進めていきます。 

 

ウ 財政状況及び事業量等を勘案し，計画的かつ確実に事業を実施するため，

事業が特定の年度に集中することがないよう平準化を図ります。 

 

エ 財源については，補助金等の特定財源を最大限活用できるよう配慮しま

す。 

 

 

⑶ 改修・建替えの基本単位 

学校施設の多くは増築を繰り返し現在に至っており，一つの学校でも築年数

の異なる棟で構成されています。各棟の築年数や老朽化の状況，敷地形状や校

舎・体育館の配置，学校運営上の事情，財政状況などを勘案し，学校ごとに最

も適切な単位で効率的な改修・建替えの計画を立てることとします。 

また，本市では小学校と中学校の児童・生徒の学びや育ちを，義務教育９年

間を一つの期間として捉え，平成 23 年度から小中一貫教育を進めています。

この取組をより一層進めていくためには，学校のあり方も大きな要素の一つで

あると考えられます。施設一体型での小中一貫教育校（義務教育学校）の設置

は，小学校と中学校の「縦のつながり」を創るための有効な手段の一つである

ことから，同校区内で同時期に小学校及び中学校の建替え等を検討する時期に

至っている学校については，小中一貫教育校（義務教育学校）設置の可能性に

ついても柔軟に検討していきます。 
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５ 保育所改修等事業について 

 

⑴ 公立保育所が果たすべき役割 

・ 市全体の保育の質の向上，幼保小連携における指導的・中核的な役割 

・ 障害や発達上の課題を有する子どもや家庭支援が必要な世帯の子どもな

ど，私立保育施設での受入れが困難な子どもの保育の受け皿としての役

割 

・ 地域の子育て支援や関係機関の連携促進を図る役割 

・ 教育・保育ニーズを量的・地域的に補完する役割 

 

 

⑵ 保育所施設の対応方針 

市内公立保育所については，旧耐震基準（昭和 56（1981）年６月着工以前

の建物）の建物で耐震性のないものは，補強工事及び建替えを行っているため，

すべての施設で耐震性能を満たしていますが，建築経過年数が 30 年以上の施

設が 10 施設あり老朽化が進行しています。 

令和３年３月に策定した「三次市公共施設等総合管理計画 個別施設計画」

の方向性を基本とし，入所児童数，建築経過年次及び施設の劣化状況等をもと

に，令和３年度から令和７年度の間の対応方針については次のとおりとします。 

   

 対応方針 施設数 保育所名 

ア あり方検討 ６施設 
東光，粟屋，和田，十日市， 

愛光，吉舎 

イ 現状維持 13 施設 

河内，川地，田幸，布野，みわ 

川西，敷地，三良坂，君田， 

さくぎ，こうぬ，酒屋，神杉 

   ※八幡保育所，安田保育所は休所中。  
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⑶ 施設整備（更新）の基本的な考え方 

「三次市公共施設等総合管理計画 個別施設計画」を踏まえ，公立保育所の

施設整備（更新）の基本的な考え方を次のとおりとします。 

● 今後概ね 30 年程度，十分な児童数が見込まれる場合は，現在地での建替

えを基本として施設整備を行います。 

● 各保育所の入所児童数が，「第２期三次市立保育所規模適正化基本方針」

の規模適正化の基準を下回る場合は，休所・廃所を検討します。 

 

 

⑷ 令和４年度以降の施設整備（予定） 

前述の点を考慮し，公立保育所の中で建築年次が最も古く，施設・設備の老

朽化が著しい「東光保育所」について，令和４年度から現在地での建替えに着

手します。  

また，「粟屋保育所」，「和田保育所」，「十日市保育所」，「愛光保育所」，「吉

舎保育所」の５施設については，令和７年度までの間に順次「あり方検討」を

行います。  

施設のあり方及び施設整備については，原則，建築年次が古い順に検討を行

いますが，入所児童数の推移や財政状況等を総合的に勘案して行うため，着手

順位を変更する場合があります。  

 

 


